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基本設計説明書 A001海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）最終案

基本設計説明書

『メディアホールを中心に

      学校全体が居場所となる

                        みんなの学び舎』

●メディアホールをはじめ，学校全体に児童自らが選ぶことができる多様な居

場所をつくることで,「明日また行きたい」と思える魅力的な空間とします。

●メディアホールは,その周囲に特別教室やワークリビングを設け,多様な学習活

動を可能としつつ, 同学年・異学年交流の拠点とすることで，海田東小学校の

強み・特長である  「学校規模を生かした活力ある教育活動」，「様々な文化

に自ずと触れ合える環境」の更なる充実を図ります。

５つの基本方針
基本構想による整備方針や基本計画による設計方針に基づいて，基本設計における方針を示します。

・敷地南側に校舎棟と給食棟を隣接して配置することで,  敷地北側に150ｍトラックを確保

できる整形かつ視認性の高いグラウンドを整備

・校舎南側の隣地への視線・騒音対策として，一定程度の距離の確保やバルコニー・目隠し

フェンスの設置

・海田東小学校に近接する町民センターから校舎１階に児童クラブを移設し，放課後の児童

の安全性を確保

・児童クラブからメディアホールへ直接往来可能な専用動線を確保し，放課後や長期休業期

間でも本を楽しめる環境を確保

・一般,給食搬入車両は,  専用の出入口から敷地に乗り入れるようにし, 車両と歩行者の交錯

がない安全な動線を確保

・敷地東側のセットバックや正門位置の変更により，敷地の外で車が停車可能な車寄せを確

保し，児童の安全な登下校に配慮

③活力ある教育活動と温かな居場所が交わる学び舎づくり

・児童が集い,多様な学びを可能とするメディアホールを校舎２・３階に配置し，吹抜けを介して４階にも

つながる構成とすることで，同学年・異学年交流を促進

・普通教室に面して教室と一体的に机や椅子をレイアウト可能なワークリビングを設けることで,教室内に

とどまらず,多様な学習形態にも対応できる空間を確保

・特別教室をメディアホールと一体利用可能な配置とすることで調べ学習や発表など， 様々な学習形態に

対応

・特別支援学級エリアは，児童の人数に応じて,  教室を分割可能な設えとし， また外部には専用のプレイ

コートを設けるなど，多様な教育的ニーズに対応

・普通教室はゆとりある大きさを確保するとともに， オープンなメディアホールやワークリビングの配置

など, 児童にとって多様な居場所や快適に過ごしやすい空間を確保

・児童の目が触れやすい場所に,  木質素材を用いるなど，温かみのある素材や色彩により快適性を向上

・職員室や校長室,  事務室,  保健室の相互連携が図りやすい配置としつつ,   収納スペースや執務スペース

に余裕を持たせるなど,  教職員のパフォーマンスを最大化する執務空間の確保

・多目的教室の設置や移動間仕切の設置など，社会環境の変化に対応可能な柔軟性の高い施設整備

④伝統と多彩な文化が息づく学び舎づくり

・正門・南門から昇降口まではインターロッキング舗装により動線を明確化

・視覚的にわかりやすいロゴや色彩によるサイン計画により，言語的コミュニケーションに頼るこ

となく,スムーズな移動を可能とする動線を確保

・地域住民との交流スペースや,  母語の書籍を配架したメディアホールなど，異文化理解を促す教

育環境の整備

・勾配屋根や木質系の軒天など，   西国街道沿いの町屋にみられる建築様式をモチーフにすること

で，海田町の歴史や文化を継承し，町民のシビックプライドを醸成

⑤地域と共に未来を築く学び舎づくり

・地域の方の講演やコミュニティスクールの会議など，学校と地域が支え合い協働していくための

空間として地域リビングをエントランスホールと隣接して一体的に整備

・100年に一度の災害にも安全な床高の設定や，設備機器を屋上に設置するなど災害に備えた施設

整備

・耐震性の高い最適な構造計画による安全で強固な施設整備

■基本設計の目的

海田東小学校校舎建替基本設計（以下，「基本設計」という。）は，令和６年８月に策定

した海田東小学校校舎建替基本構想（以下，「基本構想」という。）に掲げる整備コンセ

プト及び整備方針並びに令和７年３月に策定した海田東小学校校舎建替基本計画（以下，

「基本計画」という。）による具体的な設計方針に基づき，子供たちにとって「明日また

行きたい」と思える, また，「地域と共に育つ学校」 として将来にわたって地域の誇りを

育む「地域の宝」となるような学び舎を目指して設計を行ったものです。なお、基本設計

に記載する名称，数値及び計画内容は，基本設計段階のものであり，今後変更が生じるこ

とがあります。

■コンセプト

基本設計のコンセプトは，次のとおりです。

校舎北側イメージパース

①教育活動の更なる充実, 敷地の有効利用

②児童の安全確保, 利便性向上
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寺迫交番

三迫川

瀬野川

至海田市駅

N

計画地：海田町浜角１番17号

計画概要（概要版） A502海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）

■敷地概要

■建物概要

■空調換気設備概要

■給排水衛生設備概要

空調設備    ：［校舎棟］ヒートポンプ式空調機

                  ［給食棟］ヒートポンプ式空調機

換気設備    ：第１種・第３種換気

排煙設備    ：自然排煙を主体に計画

管理・制御設備 ：自動制御設備（集中リモコンによる発停，設定等）

給水設備    ：［校舎棟］受水槽加圧系統，直結直圧系統（２系統方式）

         ［給食棟］直結直圧系統（１系統方式）

給湯設備    ：局所式ガス給湯器，局所式電気温水器 併用方式

排水・通気設備 ：［汚水・雑排水］建物内分流方式（屋外桝にて合流）

                 BCP対応のため緊急用汚水槽を設置

         ［通気］伸張・ループ通気方式

         ［雨水排水］分流式

衛生器具設備  ：節水型衛生器具

消火設備    ：［校舎棟］消火器，屋内消火栓（易操作性１号）

■新校舎におけるBCP対応

電  気    ：自家発電設備の設置

給  水    ：受水槽の設置

汚水排水    ：緊急用汚水槽の設置

■電気設備概要

受電方式    ：高圧１回線受電，３相３線式，6600V・60Hz

受変電設備   ：屋外キュービクル式（屋上）

         ［校舎棟］単相トランス100kVA×２台，三相トランス300kVA×１台

              スコットトランス50kVA×１台

         ［給食棟］単相トランス100kVA×１台，三相トランス300kVA×１台，500kVA×1台

自家発電設備  ：屋外用発電機，出力150kVA，三相交流

         ［燃料］軽油

照明設備    ：LED設備（全館・外構）

         ［制御方式］タイマー制御，人感センサー制御

コンセント設備 ：［一般部］接地極付または接地端子付コンセント

         ［OAフロア部］OAタップコンセント

         ［防災関連室等］非常用コンセント

         ［屋外］防雨形コンセント

その他設備   ：構内情報通信設備，構内交換設備，情報表示設備，音響設備，拡声設備，誘導支援設備，  

         テレビ共同受信設備，監視カメラ設備，防犯・入退室管理設備，自動火災報知設備，

         構内配電線路設備，構内通信線路設備，グラウンド照明設備

計画敷地   ：広島県安芸郡海田町浜角2163番１ 外10筆

敷地面積   ：12,803.68㎡

用途地域   ：第一種住居地域（一部近隣商業地域）

建ぺい率   ：第一種住居地域 60%，近隣商業地域 80%

容積率    ：第一種住居地域 200%，近隣商業地域 300%

日影規制   ：第一種住居地域 10mを超える場合適用（県条例18条の2、平均地盤+4m 5h・3h）

防火地域等  ：法22条区域

道路斜線   ：第一種住居地域：勾配1.25 適用距離20m，近隣商業地域：勾配1.5 適用距離20m

隣地斜線   ：第一種住居地域：勾配1.25 立上高さ20m，近隣商業地域：勾配2.5 立上高さ31m

前面道路   ：南東側道路（町道７号線）幅員約11m，北側道路（町道９号線）幅員約8.5m，南西

        側道路（町道６号線）幅員約8.0m，接道：南東側100m，北側90m，南西側31m

用途    ：小学校

構造種別  ：鉄筋コンクリート＋鉄骨造

敷地面積  ：11,368.06㎡

建築面積  ：計画2,045.79㎡，既設883.80㎡，合計2,929.59㎡

建蔽率   ：25.77％

延べ面積  ：5,773.42㎡

容積対象面積：計画5,724.42㎡，既設948.06㎡，合計6,672.48㎡

容積率   ：58.70％

階数    ：４階建て

最高高さ  ：20.60ｍ

基礎形式  ：杭基礎

附属棟   ：屋外便所，体育倉庫，ストックヤード，

       駐輪場，渡り廊下

○校舎棟

用途    ：工場

構造種別  ：鉄骨造

敷地面積  ：1,435.62㎡

建築面積  ：731.36㎡

建蔽率   ：50.95％

延べ面積  ：660.47㎡

容積対象面積：660.47㎡

容積率   ：46.01％

階数    ：平家建て

最高高さ  ：9.13ｍ

基礎形式  ：直接基礎（地盤改良）

○給食棟

■駐車場等概要

駐車場台数 ：54台

駐輪場台数 ：15台
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給食棟

体育倉庫

屋外トイレ

既存体育館

渡り廊下２

駐車場 24台

駐車場 21台
駐輪場15台

駐車場 9台

正門

南門

車両門

広場

広場

プレイコート
ストック

ヤード

国旗掲揚台

駐輪スペース

遊具ゾーン

植木鉢観察

ゾーン
渡り

廊下

車路

車寄せ

シンボルツリー

既存樹木（サクラ）

既存のまま

シンボルツリー 登校動線

車両動線

▼ ▼

職員室
保健室

児童クラブ

昇降口

目隠しフェンス 横ルーバー（H1.8m)

メッシュフェンス（H1.8m)

防球ネット(H12m)

アスファルト(車道用）

表層t50(細粒度アスファルト混合物(13))路盤t150

カラーアスファルト(歩道用)

表層t30(細粒度アスファルト混合物(13))路盤t100

インターロッキングブロック

コンクリート土間

芝張り

ウッドデッキ

目隠しフェンス 縦ルーバー（H1.5m)

グラウンド照明▲

菜園

砂利敷

砂場

配置・外構計画（概要版） A503海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）

N

○アプローチの考え方

・一般（来客・職員），給食搬入車両は，専用の出入

口から敷地に乗り入れるようにし，車両と歩行者の

交錯のない安全な動線を確保します。

・大型バス，緊急車両は車両の軌跡を確認の上，正門

からグラウンドに進入可能な幅を確保します。

・昇降口は校舎北側の中央に集約し，正門・南門から

の歩行距離の差が小さく，スムーズな登下校動線と

します。

・登校動線は安全でわかりやすい通路とするため，段

差を設けないバリアフリーに配慮した計画とすると

共に，視覚上にも配慮して通路部分を識別しやすく

するなどユニバーサルデザインに配慮した計画とし

ます。

・登校動線上にシンボルツリーを配した広場を設ける

ことで，児童が学校の歴史や愛着を感じられる計画

とします。

・正門，南門の位置の変更に伴い，横断歩道の場所変

更について関係機関と協議します。

○外構計画について

・グラウンドを整形に整備することで，職員室や保健

室からの見通しを確保し，安全な活動空間とします。

・遊具を特定のエリアにまとめることで，体育の授業で

サーキットトレーニングを行いやすい計画とします。

・体育倉庫は校舎棟付近に設けることで，体育や運動会

での使用が容易な計画とします。

・児童クラブの出入口は南側駐車場に近い配置とし，児

童クラブの送迎対応がしやすい計画とします。また，

放課後デイサービスの送迎車両用の停車スペースも確

保します。

・敷地東側（正門及びフェンス）をセットバックするこ

とにより，敷地外に車が停車可能なロータリースペー

スを確保し，児童の安全な登下校に配慮した計画とし

ます。

・校舎の配置は南側を12m程度，東側を６～８m程度セッ

トバックし，南，東側近隣住宅への圧迫感に配慮した

計画とします。

・敷地南側の境界線沿いに目隠しフェンスを設け，隣地

への視線に配慮した計画とします。

▲

▲

▲

▲

▼

▲
▲

▼

▲

▼

▲

１.配置・外構計画
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30 m²

適応

指導教室 30 m²
通級教室

25 m²
PTA室

52 m²
保健室

23 m²
事務室

29 m²
校長室

34 m²

特別支援

教室

181 m²
職員室

105 m²
昇降口

34 m²

特別支援

教室
34 m²

特別支援

教室
34 m²

特別支援

教室
19 m²

特別支援

教室
200 m²

児童クラブ

渡り廊下

PS

屋内消火栓

PS
PS

屋内

消火栓

玄関

52 m²
地域リビング

171 m²
調理室

印刷室

39 m²

日本語

教室

静養室
倉庫

WWC

MWC HWC

PS

エントランス

ホール

PS PS PS

PS

PS

更衣室(女)

休憩室１

更衣室(男)

休憩室２

相談室

ポンプ

EV

EPS

PS

MWC

WWC

給食棟

70 m²
コンテナ室

17 m²
牛乳・パン荷受室

106 m²
洗浄室

50 m²
野菜下処理室

35 m²
検収室

荷受室

9 m²
事務室

玄関

18 m²
休憩室

WC1

ゴミ庫

11 m²
配送・回収前室

24 m²
和え物室

9 m²

アレルギー

対応調理室

洗剤庫

更衣室

（女）

段ボール庫

ゴミ庫
油庫

19 m²
肉魚下処理室

計量仕分室

食品庫
35 m²

準備室

備品庫・

洗濯室

WC2

冷水器

手洗い

静養室

更衣室

（男）

WC1
手洗い

WC2
手洗い

収納

24 m²
会議室

総合盤

プレイコート

PS

倉庫 DEN

SS

SS

SS SS

ストックヤード
菜園

SS

廊下廊下

廊下

手洗い・足洗い 手洗い・足洗い

隣地境界線
隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

2階のメディアホールと直接つながる内部階段

児童クラブと兼用のトイレとし，

廊下にセキュリティラインを設定

地域リビングは

ホールと一体的に利用 グラウンドや登校する児童，

来訪者を視認しやすい管理諸室

近隣から一定程度の距離を確保

児童の飛び出し防止のため

フェンスを設置

移動間仕切りにより，児童数に応じた教室サ

イズに変更可能

目隠しフェンスを設置し，視線を遮断

バリアフリーや施設管理の観点から

児童クラブを1階に配置

給食棟はボリュームを

抑え平屋建てで計画

階段下を児童の居場所

とし，スペースを有効

に活用

植木鉢観察ゾーンに

アクセスしやすい出

入口を計画

8m程度
● ●

6
m
程

度

●

●

グラウンドや登校する児童，

来訪者を視認しやすい管理諸室

EPS

PS

12m程
度

●

●

メディアホール

児童クラブ

普通教室ゾーン

特別支援・少人数学級ゾーン

特別教室ゾーン

昇降口・教職員・地域ゾーン

廊下・その他

給食棟ゾーン

1階平面計画（★概要版）A504-2海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）

N

２.平面計画 １階平面図

○１階の構成について

・グラウンドに面した北側には, 職員室・校長室・事務

室・保健室を配置し，児童及び来校者が視認しやすい

計画とします。

・エントランスホールは，昇降口からのスムーズな通行

や滞留を確保するとともに，学年集会などの利用も可

能な広い空間を確保します。

・普通教室への通過動線のない南側には特別支援教室を

配置し，静かな教育環境を確保するとともに，これら

に隣接して専用のプレイコートや菜園を設けます。

・児童クラブを１階南側に配置することで，児童の利用

や送迎の利便性を確保しつつ，学校運営のない休日に

おいても最低限のセキュリティラインで学校のトイレ

が共同利用可能となる計画とします。

海田東小学校校舎建替　基本設計（概要版）
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100 m²
理科室

35 m²

理科準

備室

14 m²

図工

準備室
96 m²

図工室

72 m²
普通教室

72 m²
普通教室

72 m²
多目的室

72 m²
普通教室

72 m²
普通教室

76 m²
普通教室

PS PS PS

MWC
手洗い

WWC

230 m²
メディアホール

MWC
手洗い

WWC

手洗い

司書室

手洗い

ワークリビング

メディアホール

PS

PS PS PS

屋内消火栓

PS

PS

EV

PS

EPS

倉庫

PS

HWC

手洗い
手洗い

スタジオ

76 m²
普通教室

設備スペース

ハト小屋ハト小屋

ハト小屋

ハト小屋

ハト小屋

ハト小屋

キュービクル

給湯器

空調室外機

外調機

排気ファン

SS SS

SS

SS

SS

SS

SS

SS SS

SS

屋内消火栓

廊下
廊下

バルコニー
屋根

バルコニー

庇

庇2

隣地境界線
隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

読書（静の空間）

発表会でも使える

ひな壇状の読書スペース

内部階段で１階の児童クラブ

や３階にも移動できるように

して，図書等にアクセスしや

すい環境を確保

北側の景観を望める

メディアホール

８×９mスパンとして教室の広

さと収納場所を確保

移動式家具や，学習机を自由にレ

イアウトすることが可能なワーク

リビングを計画

グラウンドに面した

開放的な普通教室

多目的室は，児童数増加時に普

通教室として使用可能

運動会の観覧席としても使

えるバルコニー

南からの採光

気軽に使いやすいオープンな手洗い場

南側民家への視線を遮断するとともに，

夏季の日射を遮蔽するバルコニー

各特別教室に関連した図書を教室まわりに

配架するなど，一体的な利用が可能な空間

作業・ワーク（動の空間）

メディアホールを校舎の中心に据えるとともに，

これに接続して校舎西側にもまとまった空間を確保し，

利用目的に応じて空間を使い分けるように計画

PS

メディアホール

児童クラブ

普通教室ゾーン

特別支援・少人数学級ゾーン

特別教室ゾーン

昇降口・教職員・地域ゾーン

廊下・その他

給食棟ゾーン

2階平面計画（★概要版）A505-2海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）

N

２.平面計画 ２階平面図

○２階の構成について

・グラウンドに面した北側には普通教室を配置し，開放

的で居心地の良い教育環境を確保する計画とします。

・南側は近隣住宅に近接するため, 普通教室に比べて使

用頻度の少ない特別教室を配置した上で，視線や遮音

に配慮した計画とします。

・メディアホールは校舎の中心に加え西側にも空間を確

保し，読書環境に適した西側エリアと立ち寄りやすく

ワークに適した東側エリアに分けることで利用目的に

応じた使い分けが可能な計画とします。また，メディ

アホールを２・３階に配置し，１階の児童クラブから

３階のメディアホールまで内部階段で接続することで，

児童が図書等にアクセスしやすい動線を確保した

計画とします。

海田東小学校校舎建替　基本設計（概要版）
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14 m²

家庭科

準備室
35 m²

音楽

準備室 94 m²
音楽室

76 m²
普通教室

72 m²
普通教室

72 m²
普通教室

72 m²
多目的室

72 m²
普通教室

72 m²
普通教室

76 m²
普通教室

EV

メディアホール

吹抜

MWC

HWC

WWC

手洗い手洗い

MWC

WWC

99 m²
家庭科室

ワークリビング

PS PS PSPS

PS PS PS

屋内消火栓

屋内消火栓

PS

テラス

吹抜

収納
EPS

倉庫

PS PS

手洗い 手洗い
手洗い

メディアホール

PS

給湯機

SS SS

SS

SS

SS

SS

SS

SSSS

廊下
廊下

庇

バルコニー屋根

隣地境界線
隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

屋根の高さを抑えることで

南側のボリュームを抑え，

近隣への圧迫感を軽減

南側民家への視線を遮断し，

夏季の日射を遮断するバルコニー

静粛性の確保と校舎内の空間的なつながりの観点か

ら，音楽室をガラス間仕切りの少ない東側に配置

外部に面する窓は遮音に配慮したサッシを設置

１階から３階に多機能トイレを設置

メディアホールを複数階に

配置し，内部階段で接続

雨がかりとならない屋外で

読書を楽しむことができる場所

を確保

PS

メディアホール

児童クラブ

普通教室ゾーン

特別支援・少人数学級ゾーン

特別教室ゾーン

昇降口・教職員・地域ゾーン

廊下・その他

給食棟ゾーン

3階平面計画（★概要版）A506-2海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）

２.平面計画 ３階平面図

○３階の構成について

・グラウンドに面した北側には普通教室を配置し，開放

的で居心地の良い教育環境を確保する計画とします。

・南側は近隣住宅に近接するため, 普通教室に比べて使

用頻度の少ない特別教室を配置した上で，視線や遮音

に配慮した計画とします。

・メディアホールは校舎の中心に加え西側にも空間を確

保し，読書環境に適した西側エリアと立ち寄りやすく

ワークに適した東側エリアに分けることで利用目的に

応じた使い分けが可能な計画とします。また，メディ

アホールを２・３階に配置し，１階の児童クラブから

３階のメディアホールまで内部階段で接続すること

で，児童が図書等にアクセスしやすい動線を確保した

計画とします。

N

海田東小学校校舎建替　基本設計（概要版）
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76 m²
普通教室

72 m²
普通教室

72 m²
普通教室

72 m²
多目的室

72 m²
普通教室

72 m²
普通教室

76 m²
普通教室

EV

13 m²
更衣室

13 m²
更衣室

MWC

WWC

手洗い手洗い

MWC

WWC

吹抜

ワークリビング

PS PS PSPS

PS PS備蓄

倉庫

EPS

手洗い 手洗い
手洗い

SS

SS

SS

SSSS

SS

屋内消火栓

屋内消火栓 廊下
廊下

メンテナンス通路

庇

屋根

屋根

隣地境界線
隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

４階のボリュームを抑えて圧迫感を軽減３階の吹抜けを介して

南側からの採光を校舎

内部に取り込む

男女別の児童用更衣室

を４階に配置

備蓄倉庫を確保

学年単位でのグループワークの利用も可能

PS

メディアホール

児童クラブ

普通教室ゾーン

特別支援・少人数学級ゾーン

特別教室ゾーン

昇降口・教職員・地域ゾーン

廊下・その他

給食棟ゾーン

4階平面計画（★概要版）A507-2海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）

２.平面計画 ４階平面図

○４階の構成について

・グラウンドに面した北側には普通教室を配置し，開放

的で居心地の良い教育環境を確保する計画とします。

・南側は教室を設けず，屋根とすることで近隣への圧迫

感を軽減しつつ，吹抜け空間に面して開口部を設け下

階へ採光を取り込みやすい計画とし，明るい教育環境

を確保します。

N

海田東小学校校舎建替　基本設計（概要版）
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1FL

2FL

3FL

4FL

昇降口特別支援

教室

図工室 普通教室

普通教室

音楽室 普通教室

階段

エントランス

ホール

40
00

40
00

40
00

設備スペース

吹抜

メディアホール

メディアホール
ワーク

リビング

ワーク

リビング

ワーク

リビング

受水槽

自家発電設備

▽高潮浸水想定最大：1FL+3.25m

▽瀬野川洪水浸水想定最大（1000年に一度）：1FL+1.58m

▽瀬野川洪水浸水想定（100年に一度）：1FL-0.07m

校舎棟 南北断面図

断面計画・防災計画（概要版） A508海田東小学校校舎建替 基本設計（概要版）最終案

・校舎南側は３階建に抑えた計画とし，近隣への圧迫感を軽減

します。

・校舎棟の窓は遮音性のあるサッシを採用することで，近隣へ

の音漏れに配慮します。

・給食棟の排気口は,敷地北側に向かって排風することに加え，

脱臭フィルターを設け,臭気を抑制します。

・給食棟の屋上には防音フェンスを設け，屋上設備から発生す

る音を低減します。

３.断面計画

・校舎の床仕上げはフローリングとし，冷気を感じにくく，

反響防止による快適な学習環境を整備します。

・職員室の床はOAフロアを採用し，年単位で改変のある環境に

容易に対応できる計画とします。

・内外の仕上げのうち，児童の手に触れる箇所には自然素材を

積極的に採用し，温かみのある環境を整備します。

○機能性・安全性に優れた計画

○周辺環境への配慮

４.構造計画

○地震対策

○構造形式
・海田東小学校は町指定避難所であるため,災害時の避難エリアを設定し,

できるだけ学校運営と並行した運用が可能な計画とします。

【災害時に使用する避難エリア】

体育館：トイレがあり,外部から直接出入りが可能

多目的室等（空き教室）：学校運営に影響が少ない室を優先的に使用

特別教室：特別教室で行う授業は普通教室とワークリビングでの学習で

      対応

普通教室：プライバシーが高いため,様々なタイプの避難者に対応

○災害時避難エリアの確保

５.防災計画

・電  気：自家発電設備の設置

・給  水：受水槽の設置

・汚水排水：緊急用汚水槽の設置

○BCP対応

緊急用汚水槽

○浸水対策

・災害発生時の負担軽減を図るため，校舎棟,給食棟いずれも100年

に１度の瀬野川洪水浸水想定より１階の床高が高くなる計画とし，

止水板設置に頼らない計画とします。

・1000年に１度の瀬野川洪水浸水想定と，高潮による浸水想定より

２階の床高が高くなる計画とします。主要な設備機器は２階以上

に設置し，災害時の被害を最小限とします。

・不整形な敷地形状に対し，極力整形の建物とすることで，

地震時の偏心や過度な応力集中のない建物とします。

・吹抜などの天井の高い箇所は天井材の落下の恐れがない

設えとします。

・校舎棟は避難所として位置づけられた施設として大地震発

生後でも被災者の受入が容易に行えるよう，耐震安全性の

分類をⅡ類，A類，乙類とします。

・基礎形式は建物それぞれの地盤状況を踏まえ，校舎棟は場

所打ち杭，給食棟は直接基礎（地盤改良）を採用します。

・開放的な学習環境の確保，平面プランの自由度を考慮し，

東西方向の柱スパンは８ｍで計画します。

海田東小学校校舎建替　基本設計（概要版）
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シビックプライドの醸成につながる要素 図書を感じられる要素

移動式学級文庫など

本棚の色が
学校の外観を彩る

■外観コンセプト

6. 立面・外観計画

・海田町のまち並みを構成する要素を本建物にも取り入れることで , 海田らしさを感じつつ ,「シビックプラ

イド（まちへの誇りと愛着）の醸成が図れる外観とします。

・「メディアホールを中心とした学び舎づくり」　のひとつとして , 学級文庫などの移動式家具の背面に海田町

を代表する色を着彩することで , 外観からも本を感じ , 各学級の色どりが校舎の顔となるような外観としま

す。

背面を海田町の
風土色で着色

勾配屋根勾配屋根

敷地北側から望む

敷地南側から望む

校舎棟北側立面図 校舎棟南側立面図

豊かな色彩豊かな色彩

旧千葉家住宅

海田町の自然

海田町役場

板張り板張り

軒裏木軒裏木

化粧打放化粧打放

町屋の風景をモチーフとし ,
周辺住宅に馴染みやすい勾配屋根
町屋の風景をモチーフとし ,
周辺住宅に馴染みやすい勾配屋根

防音フェンスを設置し
設備の騒音を抑制
防音フェンスを設置し
設備の騒音を抑制

脱臭装置を設置し
臭気を抑制
脱臭装置を設置し
臭気を抑制

４階南側を屋根にして , 圧迫感を軽減４階南側を屋根にして , 圧迫感を軽減

学級文庫などの
移動式家具に色を着け ,
外観に賑わいを創出する

学級文庫などの
移動式家具に色を着け ,
外観に賑わいを創出する

手が触れる
場所に
自然素材を採用

手が触れる
場所に
自然素材を採用

北側は大きく開口をあけ , 明るい教室に北側は大きく開口をあけ , 明るい教室に
東西面は開口部を
最小限とし ,
熱負荷に配慮

東西面は開口部を
最小限とし ,
熱負荷に配慮

メンテナンス性
に配慮した
部分に木を採用

メンテナンス性
に配慮した
部分に木を採用

目隠しフェンスを設置し
視線を遮断
目隠しフェンスを設置し
視線を遮断

バルコニー手摺を設置し
視線を遮断
バルコニー手摺を設置し
視線を遮断

遮音に配慮したサッシとし
外部への音漏れを抑制
遮音に配慮したサッシとし
外部への音漏れを抑制

勾配屋根勾配屋根 水平ライン水平ライン

板張り板張り

軒裏木軒裏木化粧打放化粧打放

格子格子

板張り板張り 街を彩る豊な色彩街を彩る豊な色彩
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１２１１１０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８９１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８１２１１１０９１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８１２１１１０９１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８１２１１

実施設計

補正予算

給

食

棟

②山留工事，
 杭・基礎工事

③躯体工事，外装・内装工事 ⑤準備・仮囲い工事，解体工事引っ越し

設備工事

②山留工事，
 杭・基礎工事 ③躯体工事，外装･内装工事

設備工事

①準備･仮囲い工事
 屋外工作物解体工事

⑥外構工事(北側)

①準備･仮囲い工事

④外構工事
 (南側)

④外構工事
 (南側)

入札

契約
議会認定

設

計

工

程

工

事

工

程

校

舎

棟

令和７年 令和１１年令和１０年令和９年令和８年
工程

７.概略事業工程

海田東小学校校舎建替　基本設計（概要版）

10


